
アルメニア語・ゴート語における条件文の統辞法
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1. はじめに

条件文は、構造的には、条件節もしくは前提節(protasis，“IF"節)と帰結節(apodosis，

“THEN"節)という 2つの部分からなると定義される。

意味的な観点からは、構文全体の意味すなわち条件節と帰結節との関係が問題とな

る。条件節が原因(cause)を示し、帰結節が結果(effect)を述べるという暗黙の仮定がし

ばしばなされるが、これだけが両節の取り得る関係ではない。本質的には 3つの基本

的な関係が存在する。すなわち原因・結果、証拠・推論(evidence-inference)、そして

等価(equivalence)である。以下ではギリシア語原文を提示し、翻訳が利用可能であれ

ば、アルメニア語訳(Arm)およびゴート語訳(Goth)を掲げる:

(a)原因・結果はじ・・だから…だJと言い換えることができるような関係である。例

えば、 Ro8，13 d KaTaσapKa何TE，μEAAETEarr09v!IσKElV ["もしもあなた方が肉に従

って生きるなら、あなた方は確実に死ぬであろう j (肉に従って生きるのだから確実に

死ぬ)= Arm: et‘e ~st marmnoy kec‘ek'， meraneloc' ek'; lCor 2，8 El Eγvωσαν，0るKav 
TOV KUpLOV T前8ocT)S'EσTα印ωσαV ["もしも彼らが〔それを〕知っていたなら、栄光の

主を十字架につけたりはしなかったであろう J(知らなかったから十字架につけられ

た)= Arm: et‘e er canowc'eal， 0<':' ardewk' zTR p'arac'n i ha占‘ hanein;
(b)条件節が帰結節に対して取り得る第 2の関係は、根拠または証拠の推論に対する

関係、である。話し手は何らかの証拠から何かを推論する。つまり、話し手は、一片の

証拠が彼に示唆する含意について帰納推量を行うのである(例えば、「彼女が左手に指

輪をはめているなら、彼女は結婚しているj)。条件節は帰結節の原因なのではなく、

その逆である。すなわち「彼女が結婚しているなら、左手に指輪をはめているだろうん

このように、しばしば根拠・推論条件は意味的には原因・結果条件の裏返しとなるこ

とがある。例えば、 Ro8，17 El従 TEKVα，KaL KAT)pOVOμOl ["もしも〔私たちが〕子供

たちだとするならば、〔私たちは〕相続人でもあるj= Arm: et'e ordik'， apa ew加rangk';
lCor 15，44 d EσTlVσ6μα 中VXlKOV，EσTlVKαiπVEVμαTlKOV ["もし自然的な体がある

のなら、霊的な体もまたあるのだj= Arm: et'e goy marmin品nC'awor，goy ew hogewor; 
(c)等価とは、「もしAならばBであるjは["A=  Bj を意味するものと定式化でき
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る関係をいう。例えば、 Ga2，18 EL yap a KαTEAUσαTαUTαπaAlV OLKOOOμφ. Trapα阿TT]V

dμαUTOVσUVlOTaνω 「なぜならば、もしも私が自分で破壊した当のものを再び建てると

するなら、私は私自身が背反者であることを証明することになるからだj= Arm: zi et'e 
zor k'akec‘in， znoyn miwsangam品inic‘em，apa yanc'awor zanjn im es injen 

erewec‘owc‘anem = Goth: unte jabai tatei gatar， tata aftra timrja， missataujandan 
mik silban ustaiknja; Jas 2，11 El従 OU1l0lXEUE目。OVEUElS'oE.γ匂OVαS'Trapα阿TT]S'
VOμOU rもしもあなたは姦淫していなくても人を殺しているならば、律法の違反者とな

っているのである j= Arm: et'e spananic‘es 0<:' bayc‘品nayc‘es，eler yanc'awor 
orinac‘n. 

こうした意味的論理的関係は言語を問わず、本稿の対象である新約聖書ギリシア語、

古典アルメニア語、ゴート語にも共通して観察されるものであり、そのための言語的

手段は条件節と帰結節という形で各言語に用意されている。しかし、実際にはこうし

た基本的な論理的関係のレベルにおいてさえうまく適合しない例は多数あり、これら

のどれかに無理に押し込める必要もない。釈義的な観点からも、条件節と帰結節の関

係は文脈に応じて柔軟に判断されるべきであろう。それゆえに本稿では、こうした論

理的関係の分析をするのではなく、むしろ形式的な側面から条件節および帰結節の構

造、特に叙法の分布に焦点を当てて、アルメニア語とゴート語のそれぞれに固有と見

られる統辞法的特徴の析出を試みる。

2. ギリシア語における明示的な条件文

条件の概念を伝える方法としては、明示的な(すなわち形式的構造的標識を伴う)

方法と非明示的な(すなわち形式的構造的標識を伴わなし、)方法がある。明示的な条

件は条件節に「…ならばJを意味する接続調を用いて表現される。ギリシア語には 2

種類の接続詞 d と 6dvがあり、以下に記すように用法は異なっている。アルメニア

語では et'e(t‘e， et百)のみ、ゴート語では jabai(1度だけ前情辞的な -baが Jn11，25 

に見られる)と nibai/nibaが用いられる(1)。

2. 1.条件文の構造的範晴

新約聖書ギリシア語では、明示的条件文は以下に示されるような 4つの構造的な型

によって標示され、各型は第 1類，第 2類，第 3類，第 4類と呼ばれている。

第 1類

第 2類

条件節

d + 直説法
任意の時制

(否定辞:OU) 

EL + 直説法
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帰結節

任意の叙法

任意の時制

Cav) + 直説法



第 3類

第 4類

過去時制:

アオリスト

未完了過去

(否定辞:同)

“v + 接続法
任意の時制

(否定辞:同)

El + 希求法
現在またはアオリスト

過去時制:

アオリスト(過去時)

未完了過去(現在時)

任意の叙法

任意の時制

av + 希求法
現在またはアオリスト

これらの類はそれぞれ以下に述べるような意味的範晴に対応している。ギリシア語

における叙法は命令法のほかに直説法(または叙実法;indicative mood)・接続法(ま

たは叙想法;subjunctive mood)・希求法 (optativemood)が区別されるが、アルメ

ニア語では直説法と接続法、ゴート語では直説法と希求法の区別しか存在しないため

に、概してギリシア語の希求法にはアルメニア語接続法・ゴート語希求法、ギリシア

語接続法にはアルメニア語接続法・ゴート語希求法もしくはアノレメニア語直説法・ゴ

ート語直説法が対応している、条件文の条件節・帰結節における叙法の分布にも、原

則的には、このような対応が反映していると予測される。

帰結節における叙法の選択は、基本的には条件節の叙法に依存しないとされるが、

ギリシア語に関しては、第 1類と第 3類で任意の叙法(つまり直説法・接続法・希求

法・命令法)が選択されるのに対し、第 2類では直説法のみ、そして第 4類では希求

法のみというように、条件節と帰結節の問で叙法の選択に制限が認められる。

ギリシア語の第 1類，第 2類、第 3類のそれぞれには概ねアルメニア語 et'e条件節

の次のような構造が対応している:(1) et'e+直説法(ただし未来の機能で接続法現在・

アオリストも)、帰結節には直説法・接続法(未来の機能で)・命令法;(2) et'e+直説

法(未完了過去)、帰結節にも同じく直説法(未完了過去); (3) et'e+接続法、帰結節

に直説法・接続法・命令法(千種 2001:241)。

ゴート語 jabai条件節における叙法の分布は概ね(1)jabai+直説法(現在・過去)

= El+直説法(現在・アオリスト)または“v+接続法(現在・アオリスト)、 (2)jabai

+希求法過去=d+直説法未完了過去、 (3)jabai+希求法(現在)=d+直説法(現在)

または“v+接続法(アオリスト)であるが、これらのうち(2)と(3)で叙法聞の原則的

な対応からの逸脱が見られる。帰結節は原則として、事実と仮定される条件節にはそ

のように仮定される帰結節が、事実に反すると仮定される条件節にはそのように仮定

される帰結節が対応しており(すなわち希求法過去)、可能性を表す条件節に対する帰

結節の叙法の選択には強い揺れが見られるとされる (Streitberg1981: 90)。ゴート語
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の希求法は願望と可能性を表す印欧語の希求法に遡るが、接続法(と命令法)の機能

も部分的に受け継いでいるからである。

2.2. 条件文の意味的範囲蕎

2.2.1.第 1類条件

これは、議論のために真または事実であると仮定される条件関係を表し、時に単純

条件とも呼ばれて、新約聖書ではもっとも広く用いられているタイプであるω。アル

メニア語ではこのタイプの条件節に対して直説法、帰結節には直説法・接続法・命令

法が用いられ、ゴート語では条件節に直説法、帰結節には直説法、散発的に希求法が

用いられる。以下は Gk:直説法=Arm:直説法=Goth :直説法の対応例である。

a)現在と共に:

Mt 12，27・28 El三川む BEEA'EsOU入色恒主主主主 Ta oαtμ6νtα， OL VLOl IJμφV Ev TLνt 

6K例入入OVσtν;… (28)El oE EvπVEUμαTt 8EOU Eyw住恒並並TaomμOVlα， apα 旬。ασEV

三φ'Gμas向日ασtAELαTOU8EOU i私がベエノレゼブ、ルによって悪霊どもを追い出してい

るのなら、お前たちの息子たちは何によって〔悪霊どもを〕追い出しているのか。..， 

(28)しかし、もし私が神の霊によって悪霊どもを追い出しているのなら、神の王国は

お前たちの上にまさに到来したのだJ

Arm: et'e es Beelzebowlaw h盈旦皇旦zdews，ordik'n jer iw? hanic‘en…(28) apa et'e 

hogwov AY ha旦豆旦eszdews， owremn haseal e i veray jer ark'ayowt'iwn AY 

Mt 17，4 d巨主主5"廿Ol首σω c'sOETpELSσmνd宝「もしあなたがお望みなら、私はここに

3つの幕屋を造ろう」

Arm: et'e主盆旦笠， arasc'owk' eris talawars 

Lk 6，32 El dヱ旦空丘±三 TOUSayαπ6νTαS IJμas，πOLα6μlV Xapl宮正σTtV; iもしあなたた

ちを愛してくれる者たちを愛したとしても、あなたたちにはどのような恵みがある

のかj

Arm: et‘e 包並主~ dowk' zsirelis jer， zinc‘品norhe jer 

Goth: jabai立証odtans frijondans izwis， hva izwis laune ist? 

Mt 26，39 El OVVαTOV包旦!!_， TTapEA8a Tωdπ'tμOU TOπOT巾LOνTOUTO iもしできるこ

となら、この杯が私から去って行くように」

Arm: et'e hnarιanc‘c'e ba孟aksays yinen 

Ro 7，16 d oE O OU 8E AωTOUTO空旦ισ6μ判μlTQ VOμ4l OTl KαAOS iもしも私が自分の

欲していないことを行っているとするならば、律法が良いものであることを認めて

いることになる」

Arm: et'e zor oc'n kamim zayn ar旦皇旦， vkayem orinac‘nt‘e barwok' en 

Goth: jabai tatei ni wiljau tata民基思， gaqiss im witoda tatei got 

1Th 4，14 正lyàpπiσTEÚOL1正~ OTl 'IT]σOUS a廿E8αVEVKαi dνぜσTT]， OVTWS Kαl O 8EOヲ
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TOUS; KOlμηSEvTαS; 8la TOU '1ησOU dcElσむναUT4) Iもしも私たちが、イエスは死ん

で匙ったと信じているのなら、そのようにまさに神はイエスをとおして、眠った者

たちを彼と共に導き出してくれるであろうから」

Arm: et'e hawatamk' et'e YS mei'aw ew yareaw， noynpes ew AC znnjec'ealsn i 

jei'n YSi acc'e <)nd nma 

Goth: unte jabai galaubiam tatei Iesus gaswalt jah usstot， swa jah gut tans 

taiei anasaislepun tairh Iesu tiuhait mit imma 

次の箇所は上記 Mt26，39と連関しているが、アルメニア語 E写本では接続法が現れ

ている。これは、 d= et'e条件節にさらにその下位条件として“ν=apa t'e条件節が

挿入されているために、条件関係が重層的な構造をなしており、その下位条件にまず

対応する帰結節として、事実ではなくむしろ可能性を表示する必要を認めたからだと

考えられる:

Mt 26，42 El OU Q_並立旦盟主 TOUTO rrapEA.SElv付 ν川 αdTOばω，yEIノTJS~TωTÒ SEATJl1aσOU 

「もし私がこれを飲まない限り、それが去って行くことはありえないのであれば、

あなたの意志が成るように」

Arm: et‘e hnar民主 (M:e) anc‘anel yinen bazakis aysmik， apa t‘e oc‘arbic' zsa， 

elic'in kamk' k'o 

b) 過去と共に:

Lk 19，8 El TWOS; Tl白UKOφavT胆 11dmδ(8ωμlTETpαrr入OUν 「もし私が誰かからゆすり

取ったことがあるなら、 4倍にして返す」

Arm: et'e zok'宜主旦ユ (M:zrkec‘ic' [conj. aor])， hatowc'ic' C'orek'kin 

Goth: jabai hvis hva盆血品並盆， fidurfalt fragilda 

Jn 18，23 El KαKφg三主長主n豆旦， μαpTUPησovπεplTOU KαKOU I私がまちがったことを語

ったのなら、そのまちがった点を証しせよ」

Arm: et‘e c'ar inc‘xawsec'ay， vkayea vasn c'arin 

Goth: jabai ubilaba ro辻込盆， weitwodei bi tata ubil 

2Tm 2，11 d 豆盟立立dむ盟~l'， Kαiσu(首σoμEVI私たちは〔キリストと〕共に死んだな

ら、〔キリストと〕共に生きもするであろう j

Arm: et'e <)nd nma m金主主主， <)nd nmin ew kec‘c‘owk' 

Goth: jabai mibe:adaubnodedum， jah mitlibam 

c)未来と共に(3) . 
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ギリシア語条件節の時制が現在または過去の場合と異なり、ギリシア語未来に対して

はアルメニア語では接続法アオリスト、接続法現在、直説法現在によって訳し分けて

いるが、ゴート語では直説法現在のみで訳している。

Mt 26，33 El rravTESσKαν加入Lσ6的 OVTαtbσ0(，Eyw 0古oErrOTEσKανoaAlσ0巾oμαlI皆

があなたに蹟くにしても、この私は決して蹟かなし、」

Arm: t‘epet ew amenek'ean gavt' alZlesc' e!! i k'en， sakayn es oC' gayt'aglec‘ayc‘ 

Lk 11，8 d Kal 0古色担旦 auniiavασTasδla TO E LVOL刺入oναUTOU，ola yE吋ν

dνa(oElαvαUTOU EYEp8ElS owσElα針。 6σωνxpn(El I彼は〔自分が〕その人の友人
であるからといって、起きてその人に〔パンを〕与えるようなことはないとしても、

その人が〔執槻に願えば、〕その執劫さゆえに、起きてその人に必要なものを与える

だろう」

Arm: et‘e oc' yarowc'eal国ヱ正Q nma vasn barekamowt‘eann， sakayn vasn 

ztowt'eann yarowc‘eal taどる (M:tayc‘る)nma zinc‘ew pitoy ic‘8 

1Cor 9，11 d市μElSUμIνTa甘νEUμαTLkddσπElPαμεν， ~ÉyαEL ~μEl SÚμφV TaσαpKlKa 

色足立立区笠， Iもしも私たちが、あなたたちに霊的なものを蒔いたのなら、私たちがあ

なたたちの肉的なものを刈り取ることになるとしても、それは何か重大なことなの

であろうかJ

Arm: et'e mek' i jez zhogeworsn sermanec'ak'， mec inc' e， et'e i jenJ 

zmarmnaworsd hniic'emk‘ 

2Tm 2，12 d ciρνnσ6μE8g_， KaKELVOS ap吋σ正Tαt市μasI私たちが〔キリストを〕否む

なら、彼もまた私たちを否むだろう」

Arm: et‘eowranamk'， ew na owranay zmez 

Goth: jab副主主主主型， jah is afaikit uns 

以下に挙げる箇所は Gk:直説法=Arm:直説法=Goth : ;希求法の対応をみせてい

る。ゴート語では条件節に希求法現在が用いられているので、一般的には生起可能な

仮定を表す条件文(ギリシア語の 6dlノによる条件文にあたる)と捉えている。

Mt 5，29・30 d oE o o制α入凶ヲ σOUO OEClOS 回型Qg.A(色主σE，ECEAEαUTOνKal saAE a而

σOU・… (30)Kαl d ~ OEClaσOU XElρ<I_ICαν8α入([EtσE，EKKO<(JOVαるT内V Kαl sa入Edπ6 

σOU Iもしあなたの右の目があなたを蹟かせるなら、それを挟り取って投げ捨ててし

まえ0 ・・・ (30)また，もしあなたの右の手があなたを蹟かせるなら、それを切り取っ

て投げ捨ててしまえ」

Arm: et‘e akn k‘o aj gavt'ae:lec‘owc‘anQ zk'ez， xlea zna ew ;}nkea i k'en…(30) ew 
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et'e aj jefn k‘OIZavt' alZlec' owc' ane zk‘ez， hat -zna ew ~nkea i k'en 

Goth: jabai augo tein tata taihswo旦盆話題ituk， usstagg ita jah wairp af tus . 

(30) jah jabai taihswo teina handus marz血ituk， afmait to jah wairp af tus 

Lk 4，3 El uI，os d TOU 9EOU， El甘さ TQ Al句 TOUT午lVαyEVllTαlapTos rもしお前が神の

子ならば、この石にパンになるように言えJ(cf. Lk 4，9) 

Arm: et‘e ordi金星AY，asa k'arid aydmik zi hac' lic'i 

Goth: jabai sunaus呂血盟gudis，qit tamma staina ei wairtai hlaibs 

Jn 10，24 El aむdoxρtσTOS，El甘言内μlVπαppηalq.rあなたがキリストなら、はっき

りと言ってくれJ

Arm: et'e dow豆呈K'Sn，asa mez hamarjak 

Goth: jabai tu邑血盟Xristus，qit unsis andaugiba 

Jn 10，37 El 0占宜旦盆TaEPYαTOU TrUTρOSμOU，川 mσTEUETEμOlr私が父の業を行つ

ていないなら、私の言うことを信じるのをやめよJ

Arm: et'e oe' 盟主盟旦zgorcshawr imoy， mi hawatayk' inj 

Goth: niba且旦埠.y.waurstwa attina meinis， ni galaubeit mis 

Gal 5，11 El TrEpl TO Jl~V ETl !ill凶豆豆盆， Tl ETl 8LφKOμαL rもしも私が今なお若手l礼を宣べ

伝えているのならば、なぜ今なお私は迫害を受けているのだろうか」

Arm: et‘e t'lp'atowt'iwn瓦些鑑弘 :mder?takawin halacim 

Goth: jabai bimait mer胆旦， duhve tanamais wrikada? 

以下に挙げる箇所は Gk:直説法=Arm:接続法=Goth :希求法の対応をみせてい

る:

Mk 4，23 El TlSむιd>TαdK01jEtlydkOIJdTω 「聞く耳もつ者ならば聞け」

Arm: et‘e ok‘Q笠旦盟:iakanJs lseloy lowic'e 

Goth: jabai hvas h盛型ausonahausjandona， gahausjai 

2Cor 11，30 El KαuXaa9αl 8Ei， Ta TlIS aa9EνElU')μOU Kαu刈σoμαlrもし誇らねばなら

ないとするなら、私の弱さゆえのことがらを私は誇ろう」

Arm: et'e parcel ine' part旦:亘， ztkarowt‘eann parcec‘ayc' 

Goth: jabai hvopan skuld旦盟i，taim siukeins meinaizos hvopau 

以下に挙げる箇所は Gk:直説法=Arm:接続法=Goth:直説法の対応をみせてい

る:

Ro 8，9 UμElS 8E OUK EσTetvσαρKi dλλd tvWE卯αTl， ElTrEp TrVEUμα9EOU任監ldlF 
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るμlV.E1. BE TlS甘VEVμαXplσTOVOUK a旦， of}TogodKEσTlVαUTOV rもしも神の霊が
あなた方のうちに住んでいるのなら、あなた方は肉のうちにではなく、霊のうちに

いる。もしも誰かがキリストの霊を持たないのなら、その人はキリストのものでは

ないJ

Arm: dowk' OC' ek' marmnov ayl hogwov， et'e旦:亘hoginAY i jez bnakeal. apa et'る

ok' zhogi K'Si oc' Q豆型〈直)， sa c'e nora 

Goth: jus ni sijut in leika， ak in ahmin， swetauh jabai ahma gudis h盆草地inizwis. 

it jabai hvas ahman Xristaus ni h辿型Q，sa nist is 

ゴート語において第 1類条件に希求法が用いられる場合、以上の例が示すように、

それはすべて現在形であった。次節で述べられるように、希求法過去は原則として第 2

類条件に特化された範晴であるからである。しかし最後に、等位された第 1類条件に

関して興味深い現象がゴート語に観察される:

Jn 15，20 Et匂在住白血仏間tvμasδt必OVσtv-dTOv入6γOVμOV三並凹盟笠， Kat TOV 
るμETEpOνTηp首σOVσwr彼らが私を迫害したのであれば、あなた方をも迫害すること

であろう。仮に彼らが私の言葉を守ったとすれば、あなた方の〔言葉〕をも守るこ

とであろう」

Arm: et'e zis halacec'i!，!， apa ew zjez halacesc'en' et'e zbann im I!盆虫区盟， apa ew 

zjern parhesc‘en 

Goth: jabai mik豆主笠主且旦， jah izwis wrikand; jabai mein waurd .t1astaidedeinS!， jah 

izwar fastaina 

ギリシア語において等位された条件節の 2つの直説法アオリスト形に対して、アルメ

ニア語も同様に直説法アオリスト形で訳している。しかし、ゴート語訳者は先行する

条件節には直説法過去形を用いて現実的な条件とみなしているが、後続する条件節に

は希求法過去形を用いて、前者に関連して可能的な条件と捉えている。帰結節は希求

法現在であるから、この条件が第 1類条件であることには違いがない。等位された条

件節における叙法の交替はゴート語に時として見られる特有の現象である(下記 2.2.3

参照)。

2.2.2. 第 2類条件

a)明示的な条件節

これは、事実に反すると仮定されていることを示す条件である。単に「事実に反す

るJ条件と言えないのは、話し手がある条件を事実に反すると仮定しているとしても，
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実際には事実である条件を提示していることもあるからである。ギリシア語では条件

節に d+直説法(過去時制、通常はアオリストまたは未完了過去)、帰結節に通常心

(この小辞を欠く例もいくつか見られる) +直説法(過去時制)という構造で示され

る。

第 2類条件には現在の事実に反すると仮定される条件と過去の事実に反すると仮定

される条件の 2種類があり (4)、原則として、前者は条件節と帰結節の双方に未完了過

去を用い、現在時において事実ではないことに言及する。後者は条件節と帰結節の双

方にアオリストを用いて、過去時において事実ではなかったことに言及する。以下は、

ギリシア語未完了過去の例である。アルメニア語ではギリシア語と同じく一貫して未

完了過去(5)、ゴート語では一貫して希求法過去が対応する (6)

Jn 5，46 EL ~iTlσTEÚETEMω匂σEL ， ~iTlσTEÚETE dly-μOl r仮にあなたたちがそーセの言

ったことを信じたとすれば、私の言うことも信じたことであろう J

Arm: et‘ehawatavik‘dow k' Movsesi， hawatavik~ ardew k' ew inj 

Goth: jabai allis Mose galaubidedeih，ga-bau-laubidedeib mis 

Jn 8，42 

なら、

EL O 8EO5' iTaT~p 如φv 金，Ii_y旦宜丘主5.av EI1E r仮に神があなた方の父であった

あなた方は私を愛したはずであるJ

Arm: et‘eAC註 hayrjer，旦盟盗~ ardewk‘zis 

Goth: jabai gut atta izwar豆堕_!， firiiodedeihtau mik 

Jn 15，19 EL EK TOi) KOσμou缶三， O KOσμ05' av TO i:OLOV品位旦「仮にあなた方が世か

らのものであったなら、世は自分に属するものとしてほれこんでいたことだろう」

Arm: et‘e ya品xarheasti金返:， a品xarhziwrn旦長rardewk‘ 

Goth: jabai tis fairhwaus笠金盟主， aittau so manaseds swesans金単車坐

以下は、ギリシア語で条件節・帰結節ともにアオリストが用いられている例である。

アルメニア語では未完了過去とアオリストの区別を持っているにもかかわらず、第 2

類条件には未完了過去しか用いない。特に条件節ではアオリスト分調+未完了過去繋

辞の迂言的形式が特徴的であるが、これは過去完了(plusquamperfectum)であって、

原文のアオリストが意識されたことによるものではなし、かと考えられる。時系列的に

条件節は帰結節に先行するから、両節に異なる時制形を用いることも可能であった(下

記 Mt11，23; 1Cor 2，8; Ro 7，7参照)。ゴート語にこのような区別はなく、現在の事実

に反すると仮定される条件文の場合と同様に、帰結節には条件節と同じく希求法過去

が現れる:

Mt 11，23 d Ev EoooμOl5' bε凶8nσαvαlõuνdμElS' αiγEVÓμEVαtdνσ0(，三ι旦盟~ av 
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J.lEXPl T恥 σ首μEpOVrもしもお前の中で生じた力ある業がソドムで生じたなら、〔ソ

ドムは〕今日に至るまであり続けたであろう」

Arm: et‘e i Sidom (M: Sodovm)邑盟II盟 zawrowt'iwnk'nor elen i k‘ez， apak'en 

担ヱ盟ewsminc'ew c'aysawr 

Goth: jabai in Saudaumjam waurbein!! mahteis tos waurtanons in izwis， aittau 

eis豆皇皇虫豆急undhina dag 

1Cor 2，8 E1. む阻盟型.OVK av TOV KVPLOV T前 δol;;T]s~σTαVDωσαV rもしも彼らが〔そ

れを〕知っていたなら、栄光の主を十字架につけたりはしなかったであろう」

Arm: et'e er canowc'ea1. 0<':' ardewk' zTR p'ai'ac'n i hac'主主旦忌旦

しかし、アルメニア語では、迂言的形式は条件節だけでなく帰結節に現れることも

(Jn 11，21)、また帰結節にしか現れないこともあった(Jn14，28) : 

Jn 11，21 d ns_ <I>δE odk b d立並立医笠 Oa8E入中台 μ01J rあなたがここにいてくれたな
ら、私の兄弟は死ななかっただろうにJ(cf. Jn 11，32) 

Arm: et'e ast註些担主， elbayrn imぬ互旦盛些l

Goth: it豆盤旦hher， ni tau gadaubnodedi brotar meins 

Jn 14，28 d白血虹(μEむ昼凹立avOTl 1TOPEVOμal 1TpOS TOν 1TαTEpa r仮に私を愛し

ていたのなら、あなたたちは私が父のもとに行くのを喜んでくれたはずだ」

Arm: t'e 邑盟主~ zis， apa Qwrax lieal er jer t'e es ai' hayr ert‘am 

Goth: jabai friiodedeih mik， aittau jus fi'aeinodedeih ei ik gagga du attin 

b)ゴートにおける非明示的な条件節

上記 Jn11，21でも見られたように、ゴート語には、第 2類条件の条件節が明示的な

接続詞 jabaiではなく、接続調として働く小辞によって導入されるという顕著な特徴が

認められる。すなわち itは第 2類条件のみで肯定的な条件 jabaiに代用される小辞

であり、特にヨハネ福音書に多く用いられる。こうした特徴はアルメニア語には見ら

れない。他方、tau(h)は avに対応して第 2類条件の帰結節を導く小辞である。aittau
も同じく帰結節を導く標識である。アルメニア語では apa， apak'enや ardewk‘が現

れることがある。また、ゴート語には ni(h)という第 2類条件のみで否定条件節を導く

小辞があり ElJ.lTIに対応している。 Streitberg(1981: 94)は itや ni(h)によって導か

れる条件文を「接続詞を伴わない条件文Jとして明示的な「接続調を伴う条件文」か

ら区別している。

以下は条件節に未完了過去が用いられている例である。通常 itは文頭に置かれるが、

Lk 7，39はギリシア語の語順にならい、文頭から第 2番目の位置に置かれている唯一の
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例である:

Lk 7，39 0もTO<;'EI. ~ TTpO判T市，む臼盟監芝avTl<;' Kαl TTOTα吋内 yu吋可Tl<;，a甘TETαL
叫 TOU，OTl aμαpTulAO<;' EσTlν 「万がーにもこの人が預言者であったなら、自分に触っ

ているこの女が誰でどんな類の女か知り得たろうに。〔この女は〕罪人なのだ」

Arm: sa t'e (M: et'e) margare ok‘註， apa旦並rt‘e ov (M: 0) ew orpisi ok' kin 

merjanay i sa， zi melawor e 

Goth: sa it笠盟ipraufetus， !!fkunbedi tau， hvo jah hvileika so qino sei tekit 

imma， tatei frawaurhta ist 

Jn 8，19 d三戸俗旦士三， KUl TOVπαTEpαμou av'極弘士~ I仮にあなた方が私のことが分

かっていたとすれば、私の父のことも分かっていたであろう」

Arm: et‘e zis gi並生二 ewzhayrn im t'erews gi並盗:

Goth: it mik kunbedeiQ， jah tau attan meinana.kunbedeib 

Jn 8，39 El TEKVαTOむ 'A戸pαdμ 三笠土ιTaEPγαTOU 'Aßpαdμ 三里型長1 士~ Iアブラハム

の子供たちであるのなら、あなた方はアブラハムの業を行っていた〔はずであるJJ 

Arm: et‘e ordik‘Abrahamow旦瓦， zgorcsn Abrahamow gQ旦旦瓦

Goth: it barna Abrahamis豆皇室旦Q，waurstwa Abrahamis .tawidedeib 

この箇所の本来のテクストは混合型の条件文で、条件節がEI.". EσTE、そして帰結節

はわTOlElTE であったと見られる(先行する 37節で「あなた方がアブラハムの子孫で

あることは分かつているJと記されている)。アルメニア語もゴート語も条件節に過去

形を用いて、事実に反する条件文と解釈している(StreitbergはおTEではなく内TEと

復元している)。

Jn 9，33 EI.同金。もTO宝TTupa8EOU， OUK古品並旦白 TTOlElVoUoEv Iあの方が仮に神から

の方でなかったとすれば、何もできなかったはずだJ

Arm: et‘e oC' y-AY註 ayr-nayn， oC'主主亘主 ai'nelinc' 

Goth: nih豆豆担safram guda， ni旦盆h些出taujanni waiht 

Jn 9，41 El TU。入Olfu三， OUK av ili丘三 dぃαρTlαV I仮にあなた方が盲人であったとす
れば、あなた方に罪はなかったことだろう J

Arm: et‘e koyrk'旦主_， oc‘主主jermel 

Goth: it blindai w金金型Q，ni tau habaidedeib frawaurhtais 

Jn 14，7 dと也血症正 μ ，KαlTOνTTUTEpαμOU世並立盟主「あなた方が私を知っている

なら、私の父をも知るようになる」

Arm: et‘e zis 良民主~， apa ew zhayr im型民生:
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Goth: it kunbedei12. mik， aittau kunbedei12. jah attan meinana 

大方に採用されているこの箇所の読みは第 1条件として約束の言葉と解されている。

すなわち条件節の動調はアオリストであり、帰結節の動調は未来である。しかし、動

詞形およびゴート語における itの存在から見ると、アルメニア語・ゴート語はともに

この箇所を事実に反する仮定とその帰結からなる第 2条件と非難の意味に解釈してい

る(i仮にあなた方が私を知っていたとすれば、私の父をも知っていたはずだJ) (7)。

ゴート語訳では帰結節の語順も前後変更されている。

Jn 18，30 El川金 oもTOS'KαKOν 空旦亘ιOVKavσOl空盟主8血盟主旦 αVTOν 「この男が悪
事を働いていなかったとすれば、私たちはあなたに彼を引き渡すことはしなかった

だろう j

Arm: et‘e c‘昼!c'aragorc ayrn ayn， apa 0<':'虫盆担金盆瓦 znak‘ez 

Goth: nih笠盟isa ubiltojis， ni tau weis 2te-ebeim2 tus ina 

Jn 18，36 El EK TOU KOσJlOV TOUTOV査里市戸ασt入ELα 内eμ司， Ol UτηpETUL Ol 三μOL

主γωνL(OVToav lνα 川 παpαδ09φTOLS' 'IovδαLOL宮「仮に私の王国がこの世からのも
のであったなら、私の下役たちが、私がユダヤ人たちに引き渡されないようにと闘

っていたととであろう」

Arm: et'e ya位arheasti註 ark'ayowt'iwnnim， spasawork'n im martnc'ein 

ardewk‘zi mi matnec'ayc' hreic‘ 

Goth: it us tamma fairhwau豆盟imeina tiudangardi， aittau andbahtos meinai 

usdaudidedein2， ei ni galewits we句auIudaium 

Jn 19，11 OVK d区三代OVσtανKαT1μouOVOEJlLανε[川島_QE80uEνoνσOlavω9EIノ「上
から与えられていたのでなければ、あなたには私に対して何の権力もなかったこと

だろう J

Arm: 0<':' ow旦旦r.dow i品xanowt‘iwni veray im ew oc' mi， et'e oc'主主よ金豆金盆lk‘ez1 

verowst 

Goth: ni盆迩担昼包皇waldufnjeainhun ana mik， nih豆豆長itus 2昆虫呈旦iupatro

Ro 7， 7 T~V TEγdρEm9VJlLανofJK値目主 Ei同 6ν6μOS'む日EV，OVK Em9v川σEL S' rも

しも律法が『あなたは欲望を持つてはならない』と言わなかったならば、私は欲望

を知らなかったであろう」

Arm: zc'ankowt'iwn oc'長室旦盆主主i，et‘る oc'δrinac‘nerasac‘ea1， mi c‘ankanayc‘es 

Goth: lustu nih wissedial:!_， nih witot g金主i:ni gairnJals 

以下は、ギリシア語で条件節にアオリストが用いられている例である:
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Mt 11，21 E1. Ev Tu仰 Kαl.I:l8wVl E yE回目旦 al8vvaμElSαl YEVOμEVαib如LV，πaAaL

av Ev aaKK41 Kalσπoδ母μETEvonσαV iもしお前たちの中で生じた力ある業がテュロ

スとシドンで生じたなら、彼らはとっくに荒布と灰の中で回心していたであろう」

Arm: et'e i Tiwros ew i Sidovn eleal阜盟 zawrowt'iwnk'nor i jez elen， valow ews 

ardewk' xorgov ew moxrov apa品xarealer 

Goth: it waurTeina in Twre jah Seidone landa mahteis tos waurtanons in izwis， 

airis tau in sakkau jah azgon idreigodedeina (語順変更)

Mk  13，20 E1.同 EKOAOsωσEVKUPLOS Tas ~IlÉpas ， OUK av白昼釦吋σασdρcoa入Aa8la 

TOVS EKAEKTOVS oos ECEAE/;αTO EKOAOsωσc}' Tas内μEpas iもし主がその日々を縮め

てくださらなかったならば、肉なるものは一人たりとも救われることがなかっただ

ろう。しかし主は、自らのために選んだ者たちのゆえに、その日々を縮められたの

T三i

Arm: et'e oc‘6r karcea1 AY zawowrsn zaynosik vasn .mtreloc‘iwroc'， oc'豆旦主主主

amenayn marmino ayl vasn ~ntreloc'n zors ~ntreac' 主盆説全盆.t. zawowrsn 

zaynosik 

Goth: ni frauja gamaureided! tans dagans， ni tauh n旦盤!ainhun leike; akei in 

tize gawalidane， tanzei gawalida， gamaureid!! tans dagans 

ギリシア語原文では「縮めるJという意味の動詞が条件節でも、事実としての陳述で

も同じ EKOAOsωσEVが用いられているのに対して、アルメニア語訳では前者に分詞+繋

辞未完了過去からなる迂言法 erkarceal、後者には直説法アオリスト karceac'，ゴー

ト語では前者に希求法過去 gamaurgidedi、後者に直説法過去 gamaurgidaを用いて明

確に区別している。

Lk 10，13 El Ev TVP41 Kαl .I:l8wvl EγEvn8naαναl8vvaμElSαiγEVOμEVαtdvaμlV，甘d入αL

dv tvσaKK41 Kalσπo8Q Kα何μEVOlLlETEvonσαV iもしお前たちの中で生じた力ある

業がテュロスとシドンで生じたなら、彼らはとっくに荒布と灰の中に座し、回心し

ていたであろう J

Arm: et'e i Tiwros ew i Sidovn el些担盟zawrowt'iwnk'nor elen i jez， valowc‘ews 

ardewk‘i xorg ew i moxir !!steal ew aDa品xarealer 

Goth: it in Twrai jah Seidonai Y¥:':aurTein!! mahteis tozei waurtun in izwis， airis 

tau in sakkum jah azgon sitandeins gaidreieodedeina 

Jn 15，22 d川 h80vKαiぷdλnσααるTOLS，aμαpTLαV OUK dxo盟史「仮に私が来て彼

らに語ることがなかったとすれば、彼らには罪がなかっただろう J

Arm: im et‘eser ekeal ew xawsec'ea1 ~nd nosa， mel inC' Oc' gQYI noc'a 



Goth: nih aemiau iah rodidedia!! du im， frawaurht ni habaidedeina 

Jn 15，24 EL Ta Epyaμ首位O(naaEvαiJTOLS a ouoEI.s aAAos EiTo(T)σEν， aJ.1αpT(ανofjk 

ili堕位「仮に私が他の誰も行ったことのない業を彼らの問だで行わなかったとすれ

ば、彼らには罪がなかっただろう」

Arm: zgorcsn c宣rgorc豆盆1i nosa zor oc‘ayl ok' gorceac'， mel in己‘ oc'gQIT noc' a 

Goth: it to waurstwa ni gatawidedial! in im toei antar ainshun ni gatawida， 

frawaurht ni habaidedeina 

Ro 9，29 El川 KUPLOS:Easαφ0む血豆並立位向μLVσ而 pμα，ws :EoooμαdvhEν首SnμEν

Kαl ws roμOppα av (bμOLφSnμεν 「もしも万軍の主が私たちに子孫を残さなかったな
らば、私たちはソドムのようになったであろうし、またゴモラとおなじようにされ

たであろう j

Arm: et'e 06' TN zorowt‘eanc'正弘皇盆i孟1:mez zawak， ibrew z-Sodom註旦主盆主_ew 

Gomoroy!!maneak' 

Goth: nih frauja Sabaot民且恒 unsisfraiwa， swe Saudauma tau waurbeimf!jah 

swe Gaumaurra tau galeikai ~aurbeima 

これらの例からも、アルメニア語はギリシア語条件節の直説法アオリストに対して分

詞+未完了過去繋辞からなる迂言的形式を好んで用いたことが分かる。ゴート語では

希求法過去が第 2類条件の条件節と帰結節の双方にほぼ特化されたために、非明示的

な条件文が可能になったと考えられる。

2.2.3. 第 3類条件

このタイプに属する条件は基本的に可能性を提示するが、その表す意味領域は広範

であり、現在時における論理的連関(ifA， then B)、時には「現在の一般的条件」とも

呼ばれ、条件節の実現の見込みにはなんら言及しないものから、単なる仮説的状況も

しくはおそらく実現する見込みの少ないもの、そして実現する見込みの高い未来の事

態などを包括している。概して言えば、現在の一般的条件は現在時における総称的

(generic)な状況に焦点を当てるが、より生起可能性の高い未来は未来時における特定

的(specific)な状況に焦点を当てるものである。

アルメニア語においてこのタイプの条件に対応するのは、条件節に接続法を伴うも

ので、仮定、可能性、不確実性、一般化などを表現するとされる(Jensen1959: 223)。

ゴート語ではこのタイプの条件節は jabai+直説法あるいは希求法によって標示され

る(8)。次の箇所はギリシア語接続法現在に対してアルメニア語で接続法現在、ゴート

語で希求法現在が用いられている:
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Lk 10，6 Eav EKEl n UlOS' Etp首vηS'，三甘αvαπα首σETαleπ'α占TOV内EtPTI川合μ<IIVrもし平
安の子がそこにいるならば、あなたたちの平安はその者の上に憩うだろう」

Arm: et'e盟主andordi olJowni， hangic'e i veray nora olJoyn jer 

Goth: jabai呂血ijainar sunus gawairtjis， gahweilait sik ana imma gawairti 

lzwar 

lCor 13，2 付vむ主主叩0判TElavKαi d鍾 TaμUUT司plα 吋 VTαKαi吋 σαVT内VyV<IIσlV 

KU6dlJt江主主甘auαVT~V 而σTlVWσTE OpT]μE8lσTaval， ayaTTT]Vδをμ均台皇!_，。る8EvEtμL 

「もしも私が預言をなし、さらにすべての奥義とあらゆる知識を持つてはいても、

またもしも私が山々を移すほどのあらゆる信仰を持つてはいても、しかし私が愛を

持つてはいないなら、私は無であるj

Arm: et‘e Q笠旦主辺旦 zmargareowt'iwn ew gi且正金盟 zxorhowrds amenayn ew 

zamenayn gitowt'iwn， ew et'e Q笠且旦半旦 zamenaynhawats minC'ew zlerins 

p'op'oxeloy ewser oc'盟型心旦， oc'inc em 

Goth: jabai且ab盆旦praufetjansjah豆話題旦 allaizerunos jah all kuniti jah且ab盆旦

alla galaubein， swaswe fairgunja mitsatjan， it friatwa ni h盆ba旦， ni waihts im 

次ではギリシア語接続法アオリストに対してアノレメニア語では接続法現在、ゴート語

では直説法現在:

Mt 6，14 Eav yap蝕宣立TOLS'av8puITTOlS' Ta TTapαπTφμαTαaUT<IIv， a州σElKαi品μtvd

παT~p Vμφv O OUpaVLOS' rもしあなた方が人々の過ちを赦すのであれば、天のあなた

方の父もあなた方を赦してくれるだろう J

Arm: et‘et'olowc‘owk~ mardkan zyanc‘ans noc'a， t'olc'e ew jez hayr jer erknawor 

Goth: jabai afl弘主mannammissadedins ize， afletit jah izwis atta izwar sa ufar 

himinam 

次の例では、ギリシア語条件節の接続法アオリストにアルメニア語では接続法アオリ

スト、ゴート語では直説法現在が対応している:

Mk 5，28 Eav g_虫並品位 kavTGv iμαTlωvαるToilUω阿σoμαlrあの方の着物にでもし、し、

から触れば、私は救われる」

Arm: t‘e (M: et'e) miayn meriec'avc‘i handerjs nora p‘rkec‘ayc‘ 

Goth: jabai wastjom is盈些金孟盆， ganisa 

次の例は、疑問文の内部に第 3類条件が埋め込まれており、その前に第 1類条件が先



行しているという重層構造である。アルメニア語では前者の第 3類条件節に接続法ア

オリスト、帰結節の疑問には疑念を表すために接続法現在が用いられている:

Jn 3，12 εi. Ta ElTlYElαd空位UlllVKαL ouπLσTEU正T正， πφ<;eav EllT位らμlV Ta E lTovpa Vlα 

町立土E並立丘三 I私が地上のことを話したのに、あなたが信じないとすれば、天上のこ

とを話しても、果たして信じるようになるだろうか」

Arm: et'e zerkrawors盆盟必 )ezew oc' hawatavk'， ziard? et'e zerknaworsn 

呈些互主~h盆豆鮭盆yc'ëk'

次の例でも同様に、接続法を伴う条件節が直説法を伴う条件節に後続しており、前者

はあるいは起こるかもしれない出来事を表しているのに対して、後者は過去の出来事

について断定的に用いられている。これに対応してアルメニア語では前者を t'e+接続

法(疑念ゆえに現在形)、後者を et‘e+直説法で訳し分けている:

Lk 16.31 εi. Mωi)(JEω<; Kal TWν 叩 0<1>ηTφνo{jkdKOUOVσIIノ， OUδ'edv Ttg kνEKPφv 

d笠旦豆土品πElσ0首σOVTαlIもし彼らがモーセと預言者たちとに聞かないならば、たとえ

誰かが死者の中から匙ったとしても、彼らが説得されることはないだろう」

Arm: et'e Movsesi ew margareic'n 06' 担笠旦， ew oc‘ t‘e i mereloc' ok' 芝盆主旦旦:亘

hawanesc‘in 

次でもアルメニア語では et‘e+直説法と t'e十接続法の連鎖を示しているが、 ゴート語

では El節の事実としてのニュアンスを生かすために tande+直説法を用いている

(2)参照): 

(注

Jn13，17 

る以上、

εi. TαUTα 託宣旦士三，ドαKapLOlEσTE eav空旦宜主 α6Td

とれを行うなら、あなた方は幸いだ」

「このことが分かってい

Arm: et'e zays足並瓦， eraneli ews ek' t'e ai'旦主主主~ zays 

Goth: tande tata豆且旦Q，audagai sijut， jabai控盟主tata

以下の箇所では第 3類条件 (24・25節)と第 1類条件 (26節)の連鎖が見られ、前者

の接続法アオリスト、後者の 2つの動詞の直説法アオリストに対して、 アルメニア語

では前者に接続法アオリスト(bazanesc‘i)、後者には直説法アオリスト(yareaw)+接続

法現在 (bazanealic'e)が応じている。この最後の用法はいわゆる Conj.consecutivで、

第 2の動調が第 1の動調の動作に関連して起こり得る一つの結果を表しており、 アル

メニア語翻訳者の接続法に対する繊細な感性が条件節でも柔軟に発揮された例である

-18-



(千種 1997:20; Meillet 1910・11[= 1962]: 107f.)。ゴート語の動詞はすべて直説法で

ある:

Mk 3，24・26 iav sασt入Elα付'匂VT内v低位豆鍋，OV 8uvαTαtσTα9fivαt向。αUlAElα

kdvη・(25)Kαiiav OLKlα 付'ーαUT有V恒血豆盟，OV 8UV~UETαt 内 oidαkEtνη

σTα9fival. (26)Kαi el oσαTαvas色白血付'tαUTOVKαi色白色白， 0る8VvαTαLσT内ναl

d入AaTEAOS EXEl r一つの王国が自らに敵対して分裂したなら、その王国は立ち行く

ことができない。 (25)また一軒の家が自らに敵対して分裂したなら、その家は立ち行

くことができない。 (26)また、もしサタンが自らに敵対して立ち上がり、分裂するな

らば、立ち行くことができず、終りを迎えてしまう」

Arm: ard et'e t‘agaworowt‘iwn yanjn iwr Qa呈anesc'!， oC' kare kal 

t'agaworowt'iwnn ayn. (25)ew et'e town yanjn iwr Qa益axlesC1，oc' kare kal 

townn. (26)ew et‘e satana i veray anjin 主主堕主主 ewbazaneal ic].， OC‘kare kal， 

ayl vaxcaneal e 

Goth: jabai tiudangardi witra sik gadailiada， ni mag standan so tiudangardi 

jaina. (25)jah jabai gards witra sik ~dailiadl!， ni mag standan sa gards jains. 

(26)jah jabai Satana語盤包Q ana sik silban jah gadailibs war.b_， ni mag 

gastandan， ak andi habait 

次は現在の一般的条件の例である。ギリシア語で接続法が用いられているのは、主語

が不定だからであって、未来の出来事だからではない。アルメニア語もゴート語も直

説法を用いているのは、当該の事態が現実に起こる可能性に関して何ら疑念がないと

認識されているからである:

Jn 11，9 Eav TlS監自亙旦士.!IEv T市内戸pq.， 0占叩OUKOπTEl r人が昼間歩むなら、蹟くこ

とはないJ

Arm: et'e ok‘ Z旦急 tow~nJean， oC' gayt'akh 

Goth: jabai hwas g盆gg.ili.in dag， ni gastiggqit 

しかし、直説法現在の使用が現在の一般的条件にのみ限るのではないことは、次の箇

所でアルメニア語とゴート語条件節に直説法が現れていることからも理解される:

Mt 6，22 Eav o'Uv n o o中旬川内 σoudπ入oiis，oAov TOσwllaσOUゆωTEWOVEσTαl rもし
あなたの目が純真なら、あなたの体は全体が輝いているだろう」

Arm: et'e akn k'o aI'at昼， amenayn marmind lowsawor elic'i 
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Goth: jabai nu augo tein ainfalt盟主， allata leik tein liuhadein wairtit 

Lk 5，12 Eav区泊三 8uνaσαtμEKα0αplσαl rもしあなたがお望みなら、清めていただ

けるのだがJ

Arm: et‘e孟盆県連， karol es zis srbel 

Goth: jabai笠品旦呈， magt mik gahrainjan 

Jn 7，17 Eav TLS 8E坦 TO8E入ημααUTOUiTOlEIV， yvφσETαl iTEpi. T可gδl8αx恥「人がそ

の方の意志を行いたいと思っていれば、この教えについて知るようになるだろう」

Arm: et‘e ok'主盆盟izkams nora arnel， gitasc‘e vasn vardapetowt‘eans 

Goth: jabai hwas笠且iwiljan is taujan， ufkunnait bi to laisein 

しかし、次の例ではギリシア語接続法現在に対してアルメニア語が直説法現在を用い

ているのに対し、ゴート語は希求法現在を示している:

Lk 6，33 Kαi-dv dγα80πOl古T~ TOVS dγα80甘OlOUVTα宮古μas，πOlαGμtν xaρlS三σTlV;
「もしあなたたちに良くしてくれる人たちに良くしてやったとしても、あなたたち

にどのような恵みがあるというのか」

Arm: ew et‘e bari 盆主旦昼主~barerarac‘jeroc¥or?加 orhe jer 

Goth: jah jabai tiut包旦担迅taimtiut taujandam izwis， hva izwis laune ist? 

この叙法の交替現象は説明が難しいが、前後に置かれた平行句を考慮しなければ理解

できなし、かもしれない。先行する Lk6，32 El dγaiTaTE(直・現)TOVS dyα吋 VTαg如as，

iTOlα るμIVXaplS EσTlV; = et‘e sirek'(直・現)dowk‘zsirelis jer， zinむ‘?加orhe jer = 
jabai frijod(直・現)tans frijondans izwis， hva izwis laune ist? rもしあなたたちを愛

してくれる者たちを愛したとしても、あなたたちにはどのような恵みがあるというの

か」、後続する Lk6，34 Eav 8ανlOT]T正(接・アオ)iTap'品VEAiT((ETE Aas正IV，τOlα 仰い

XaplS EσTlV; = et'e tayk'(直・現)p'ox aynoc'ik， yoroc' akn ownik‘arnowl， or?釦 orhe 
jer = jabai leihvid(直・現)fram taimei weneid andniman， hva izwis laune ist? r取
り返す望みのある者たちに金を貸したとしても、あなたたちにどのような恵みがある

というのかJから見て叙法を意図的に交替させる根拠はないと判断して、アノレメニア

語訳はギリシア語動詞形の差異を無視してすべて同じ直説法現在に揃えたと考えられ

るのに対して、ゴート誤訳は逆に中間の動調形のみを希求法形にすることで叙法の同

一化を避けたのではなかろうか(9)。

この叙法の交替と関連して興味深いのは、ゴート語において条件文が等位されると、

直説法と希求法が並存することがあるという現象である(Streitberg1981: 91f.;また

上記 2.2.1参照)。以下の各例ではギリシア語の第 1条件ないし第 3条件の等位に対し



て、アルメニア語訳者はすべて接続法で対応している。ところが、最初の例ではギリ

シア語の第 3類条件接続法一第 1類条件直説法の連続とは反対にゴート語は直説法一

希求法、 2番目の例ではギリシア語第 3類条件接続法一第 3類条件接続法に対してゴ

ート語は直説法一希求法、3番目の例では第 1類条件直説法一第 1類条件直説法に対し

てゴート語希求法一直説法、そして最後の例では第 3類条件接続法一第 3類条件接続

法に対して 2番目の例とは逆にゴート語希求法一直説法というように実に多彩な対応

を示している:

1Cor 7，8・9 KaAov aUToIS Eavιd盟担LV WS Kayφ・ (9)El 8E OUK EyoαTEUOVTαL. 

γαμησaTωσαV iもしも彼らが、私もそうしているように、〔現状に〕留まっているな

ら、彼らにとってはそのほうがよい。しかし、もしも禁欲できないのであれば、彼

らは結婚するがよいJ

Arm: law e noc'a t'e孟盆ヱ豆豆旦ibrewzis. (9)apa t'e OC' Q笠旦旦ユ旦是oYZ，amowsnasc‘ln 

Goth: got ist im， jabai註旦.dswe ik. (9)it jabai ni gahabainla sik， liugandau 

1Cor 14，24 Eav従 TTavTE宮 moφnTEVωσt!!_，El豆EA8n8E TlS umσTOS角川φTTJS，

EAEγXETαl UTTOπaVTωv， avαKp(VETαthO吋 νTωViもしもすべての者が預言をし、

そして誰か信じていない者あるいは初心者が入って来るとするなら、その人はすべ

ての人によって責められ、すべての者によってさばかれるj

Arm: isk et'e amenek'ean mareareana vc' e!!， ew盟担旦担亙ok'andr， anhawat kam 

tget， yandimani yamenec‘ownc'， ew k'nni yamenec'ownc' 

Goth: it jabai allai .Qraufetian.d， it innateaerzai hvas ungalaubjands aittau 

unweis， gasakada fram allaim， ussokjada fram allaim 

1Cor 7，12 El TlS a品川kγvvalKaむ旦 umσTOVKαt ailTησVVEv80KEt oikEtvμET' 

α占Toii，同 dゆlETωαdT司V iもしもある兄弟が信者でない妻を持ち、その彼女が彼と

一緒に住むことを共に喜んでいるのなら、彼女を去らせてはいけない」

Arm: etモok'elbayr kin Q笠旦主:1anhawat， ew nma hacoy盟主bnakil::md nma， mi 

t‘olc'e zna 

Goth: jabai hvas brotar qen型giungalaubjandein， jah so gawilja盟主bauanmit 

imma， ni afletai to qen 

Jn 12，26 Eav E μO( Tl古色皇位_cli， Eμoi dko入OV8E(Tω...Eav TlS匂Ol色旦回峰 Tl ll~σEl 

α6TOνdπαT巾「誰かが私に仕えたければ、私について来い。…誰かが私に佐えるな

ら、父はその人を尊重するだろう j

Arm: et'e ok‘zis .Q盆匙旦:亘 zkniim ekec'e …et‘e ok' zis 豆急匙主主， patowesc'e zna 
hayrn im 

Goth: jabai mis hvas landbahtiai， mik laistjai… jabai hvas mis landbahti}2， 
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swerait ina atta 

ゴート語において最初の 2つの例では、先行する条件が現実的と仮定されれば、後続

する条件はそれと関連して可能な結果と捉えられ、そして後の 2つの例では逆に、先

行する条件が可能なものとみなされれば、後続する条件はそれと関連して現実的と捉

えられている。一見すると単純な叙法の交替ではあるが、特に最後の例は、アルメニ

ア語では動詞に先行する代名詞が ok‘zisで揃えられているのに対して、ゴート語では

ギリシア語に忠実に mishvas…hvas misと訳しているだけにいっそう動詞形の異化

は際立っている。アルメニア語条件文における接続法が多少機械的に選択されている

という印象を与えているのに対して、ゴート語条件文における叙法の選択は、当該の

仮定が翻訳者によって現実的であるか単に可能性の問題であると捉えられているかに

大きく依存している。

上記に見てきたように、ギリシア語の第 3類条件(および第 1類条件)に対しては、

アルメニア語とゴート語で実にさまざまな組み合わせがなされており、一対ーの対応

といった厳格な区別は存在しない。このタイプの条件自体がもっ意味領域の広さが、

翻訳の過程で叙法上の多様な解釈をもたらしていると言えよう。

2.2.4. 第 4類条件

この条件は未来における実現可能な条件、通常は実現可能性が低い条件を示すもの

とされ、条件節d+希求法および帰結節av+希求法で表現される。ヘレニズム期ギリ

シア語で接続法の使用範囲が増大して希求法の領域を侵害したため、コイネ一期の新

約聖書においては当然ながら完全な形の第 4類条件は見られない。しかし、接続法の

意味的領域はたしかにこの条件にも拡大した(結果的には第 3類条件として包括され

た)のではあったが、依然として希求法は意識的に選ばれて狭い範囲ながらも機能し

ていたことが、この条件に属するとされる以下のような例の存在によって明らかであ

る。次のギリシア語の例では条件節と不完全な帰結節しか現れない:

1Pet 3，14 aAA' EI. Kαi立丘豆X旦主主 δlaOlKαlOσ6νην，μαKaplOl rたとえあなた方が義の

ために苦しむようなことがあったとしても、あなた方は幸いである」

Arm: ayl t‘e ew と‘ arcaríc‘ ík~ews vasn ardarowt'ean， eraneli ek' 

以下の例では、条件節は提示されず帰結節しか現れないとされるが、もはや条件節を

補うまでもなく、ただ単に思考されていることを示す可能法 (Potentialis)として用い

られており、新約聖書では間接疑問文の中で『ルカ福音書』と『使徒行伝』にしか現

れないCBlasslDebrunner/Rehkopf1990: 301; 312)0 av+希求法という形式が原則であ



るが、以下に見られるように、 dν を伴わない希求法(例えば Lk1，29; 3，15) とは区別

がなく、実際そのような異読(例えば Lk15，26 Tl ElT] TαUTα) も存在する。アルメニ

ア語では接続法現在、ゴート語では希求法過去が用いられる Ct‘e，et' e， tataは間接

疑問文を名調化する冠詞 TOに対する訳である): 

Lk 1，29 OlEAOγl(ETO rrOTα廿O<;dn o aσπασμO<; 0色TO<;r彼女は、この挨拶はいったい

なんのことだろうと思いめぐらしていた」

Arm: xorxer ~nd mits t'e orpisi inC'盟主olJoynsays 

Goth: tahta sis hveleika笠皇旦 sogoleins 

Lk 1，62 EVEVEUOV T心廿αTPLα占TOOTOTi&v 区主旦!cKα入ELσ0αLαUTOr彼らはその子の

父親に合図を送り、彼がその子にどんな名をつけようとしているか〔うかがった]J 

Arm: akn arkanein hawrn nora t‘e zinc'?主主旦旦1koC'el zna 

Goth: gabandwidedun tan attin is， tata hvaiwa豆辻昼旦昼ihaitan ina 

Lk 3，15 …μ司廿OT正αUTO<;dn o XplσTOS rひょっとしてこの人こそイエスではないだ
ろうか〔と、彼らは思いめぐらしていた〕

Arm: ... mi t'e sa?担室K‘S

Goth:…niu aufto sa史皇室iXristus 

Lk 6，11 olEAa入ouvrrpos a入川入OUsTl aν 廿Ol託σαlEν TQ '1ησou r彼らはイエスに対し

てどういう手を打ったらよいか、互いに談合し始めた」

Arm: xawsein ~nd mimeans et‘e zinc‘? arnic‘en YI 

Goth: rodidedun du sis misso hva tawidedein!! tamma Iesua 

Lk 9，46 …TO TLS av dnドはωvαUTWVr彼らのうちで誰が一番大いなるものか〔と

し、う論争]J 

Arm:…t'e 0 ardewk' mec ic'e i noc'ane 

Goth:…tata hvarjis tau ize maists笠盟i

Lk 15，26 Errvv9avETO Tl av Elll TαむTα 「彼は、あれは何かとたずねたJCcf. Lk 18，36 

dν なし)

Arm: harc'aner t'e zinC'?主主 ayn

Goth: frahuh hva豆皇旦tata

アルメニア語では間接疑問文であっても、疑問符が現れていることから理解されるよ

うに、統辞的には半ば直接疑問文のような扱いがなされており、従って時制としては

現在が用いられているのに対して、ゴート語の希求法過去はいわゆる consecutio

temporumの現象で、主節の過去に合わせた間接疑問文中の時制として機能している。



2. 3. ゴート語における nibai，nibaによる条件

上記に見てきた条件では通常の否定は「もし…でなければJのように条件節内の動

作・出来事が否定されるのに対して、ゴート語には条件そのものを否定して「もし…

という条件がなければ」ド・でない場合に限り」または「…という条件の場合は除いてJ

という除外的・排他的な意味を示す nibaiJnibaが存在する。これらの語はいわゆる除

外節(exceptionalclause; Gk. ElI1~)にも用いられ、帰結節の内容を否定するための「唯

一の条件Jを提示する (10)0 nibai/nibaには規則的に直説法が後続する。アノレメニア語

にはこうした機能をになう特別の語はなく、通常は et‘eoc'+接続法によって対応して

いる:

Mk 3，27 0古8uvαTαlOV8Eis ElS 吋νo[ばαVTOOiσXUpou ELuEADφV Taσ府内 α占TOU

8lαp吋 σαl，~àv 同 πpWTOV TOV lUXUPOV fui豆!Lr強い者をまず縛り上げずには、誰も

彼の家に入ってその家財道具を略奪することはできないj

Arm: 0<:' ok‘kare zkarasi hzawri mteal i town nora awar harkanel， et'e O~' nax 

zhzawrn担且必

Goth: ni manna mag kasa swintis galeitands in gard is wilwan， niba faurtis 

tana swintan飽恒旦単h

Jn 6，44 oV8Els 8uvαTαl EADEivπpOSμE ~àv 附 ó rraTlip O rrE帥αgμE住AUU!Iα占TOV

「私を派遣した父が引き寄せるのでなければ、誰も私のところに来ることはできな

し、j

Arm: oc' ok' kare gal ai' is et'e O~' hayrn or zis ai'ak'eac'盗塁皇豆長zna

Goth: ni manna mag qiman at mis， nibai atta saei sandida mik!!虫旦旦h.ina 

しかし一方において、ギリシア語で EKTOSEl と El11~ の混交である ÈKTÒS El 11~ 

が nibaiにより訳されていること、また他方において、アルメニア語でも除外節を導

入する bayc'et‘e+接続法がゴート語で nibaiが用いられている箇所に現れていること

が、 nibaiが除外的な条件であることを間接的に支持する証拠となっている。次の例で

動詞はギリシア語とアルメニア語で直説法アオリスト、ゴート語で直説法過去と規則

的である (11)

lCor 15，2 8l' 01) Kαiσ~ ，EσÐE ， T( Vl AOY4! EVηyyEAloal1TJV Vl1lV E1. KaTEXETE，色並ci

ι.!I EL Kft E TTlσTEUσαTE rもしもあなた方が、私がどんな言葉によってあなた方に福音
を告げ知らせたかを堅く保持し、空しく信じたのでない限り、その福音によってあ

なた方は救われるのだ」

Arm: orov aprec'ek‘n， orov baniw awetaranec'i t'e ownic'ik'， Qavc' et‘e i zοwr 

24-



inc‘hawatac'ek' 

Goth: tairh tatei jah ganisit: in hwo sauto wailamerida izwis， skulut gamunan， 

旦虫急swaregalaubidedut 

次の例もアノレメニア語bayc'et‘eが対応する除外的条件説であるが、ゴート語希求法

形 bugjaimaは対応箇所 Mk6，37に現れるギリシア語接続法形 ayopaσωμvの影響を

受けたものか、あるいは前節の bugjainasis matins (原文は dipωσLV6πtσlTlσ凶vで

あるが、これ自体が Mt14，15 ayopauωσtveαVTOIS s凶μαTα およびMk6，36に従った

変更とされる)の影響によるものかどうかは決定できない。ギリシア語は d+接続法

であり、接続詞ではなく動調形に基づいて第 3類条件と判断される:

Lk 9，13 OUK Elσi.v ~J.llv 1T入EIOV角apTOl1TEVTE Kal lXOVES 8vo， Elι並主主廿OpEVOEVTES
市μElsaγooaσωμE!!.El SπaVTαTOV Aaov TOVTOV spφμαTα 「私たちが行ってこの民す

べてのために食物を買ってくるようなことでもしない限り、私たちのもとには 5個

のパンと 2匹の魚以上のものはない」

Arm: OC‘goy mer aweli k'an zhing nkanak ew zerkows jkowns， havc‘et'e 

ertic‘owk' enesc‘owk‘bawakan益olovrdeandkerakowr 

Goth: nist hindar uns maizo fimf hlaibam， jah fiskos twai， niba bau batei weis 

gaggandans h旦国型車ftallai tizai manaseidai matins 

次の例でゴート語は nibaiに直説法(matjit)と希求法(driggkait)を並列させている

が、 nibaiの直後に置かれた直説法が規則的な形式に合致しているとみなされる(12): 

Jn 6，53 盆旦ιlI金色B主主 TlIVσaPKαTOVVlOV TOV avoρW1TOV Kαi立(n立 αUTOVTO atμα， 

OUK EXETE'ω内vdvGαVTOISrあなた方が人の子の肉を食べ、その血を飲まないなら、

あなた方は自分のうちに命を持っていないJ

Arm: 邑L_Q主主g単主~ zmarmin ordwoy mardoy ew 盤国主 zariwn nora， 

oC' ownik' keansn yanjins 

Goth:旦金型盟主話通leiktis sunaus mans jah grieekaib. is blot， ni habait libain in 

izwis silbam 

Streitberg (1981: 93)によれば、 nibaは何度か希求法現在または過去と結合するこ

とがあり、その場合には上記のような意味ではなく jabainiを意味している:

Jn 10，37・8 El 0占πouiiTa EpγαTOV 1TαTpOSμOV，μ内iTlUTEVETEμOl.(38) d 8E官ouii，
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Kav EμOLμ内mσTE内TE，TOlS EpyOlS TrlσTEUETE r私が父の業を行っていないなら、

私の言うことを信じるのをやめよ。しかし行っているなら、たとえ私の言うことを

信じなくても、業を信じよj

Arm: 旦瓦♀長~g旦堕盟 zgorcs hawr imoy， mi hawatayk' inj. (38) apa t‘e gorcem，正Q

金笠inj0と‘ hawatavk'，sakayn gorcoc'n hawatayc‘ek' 

Goth:旦生盆担旦旦旦waurstwaattins meinis， ni galaubeit mis; (38) it jabai taujau， 

型h盆mise:alaubiailL， taim waurstwam galaubjait 

ギリシア語直説法現在=アルメニア語直説法現在=ゴート語希求法現在という動詞形

の対応から見て、この用法は第 1類条件に属するものと考えられる。

Jn 14，2 Ev T古OlKlq.TOV TTαTpOSμOVμαvαiπo入入αtE[σlν.El 8E μ司， EL廿0νaνIJlllVOTl 

廿OpEUOμαlETOlllaσαl TOTTOνUIlLV; r私の父の家には住処が多い。仮にそうでなかっ

たとすれば、あなた方のために場所を準備しに行こうとしているなどとあなた方に

言ったりしただろうかj

Arm: i tan hawr imoy awt‘evank' bazowm en. apa t'e oC'， .!!sac‘eal e!: im jez t‘e 

ert'am patrastem jez teli 

Goth: in garda attins meinis salitwos managos sind; attan旦出金主些旦旦盆，型hT.盆旦

S金主連旦duizwis: gagga manwjan stad izwis 

この箇所では、アルメニア語にはギリシア語と同じく条件節に動詞形は現れていない

が、ゴート語では希求法過去 weseinaが捕われており、加えて現実に反する仮定の帰

結節を導く aittauに希求法過去が後続していることから、この条件が第 2条件に属し

ていることは明らかである。このように niba+希求法は、除外的な条件('unless，auβer 

wenn')にもっぱら用いられる niba+直説法とは明確に境界を画している。

2.4. ギリシア語内容節 fνα十接続法に対するアルメニア語 et冶構文

ギリシア語には説明的な不定詞に代えて lVα+接続法によって内容節を導入する重

要な構文が存在する(BlasslDebrunner/Rehkopf1990: 324)。アルメニア語はこの構文

に対して原則として zi+接続法を用いるが、時おり et'e十接続法を用いた例も見られ

る:

Mt 18，14 OUK EσTlν8EAημαE 11 TTpOσ80ノ TOV TTαTpOS U凶 ν TOV Ev oupανOIS色旦

d立金n主旦1.Ev TφνμlKpφνTOUTων 「これらの小さい者たちのうちの一人でも滅ぶこと

は、天にいるあなたたちの父の意志ではない」
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Arm: oc‘ en kamk' araJi hawr imoy or yerkinsn e， et'e 主g旦正亘 mi 

p'okιrkanc' yaysc'anる

Jn 15，13 r人がその友人たちのために命を棄てること、これよりも大いなる愛は誰

も持つことがないJ

Arm: mec ews k'an zays ser oC' ok' owni， et‘e zanjn iwr 辻主主 i veray 

barekamac' iwroc' 

後者の et‘eに対して Kunzle(1984: 197)は「条件的か?J と注記している。前節

αUTT) EσTLV ~むTO入内均三 μ呼， lva ayαTTdTE d入川入OVS'Kαθφ宮市γdπησαUIlOS'= ays e 
patower im. zi siresJik zmimeans orpes ew es zjez sirec‘i r私があなたたちを愛した

ように、あなたたちが互いに愛し合うように。これが私の命令である」との平行性に

鑑みて、語順がともに原文に忠実であること、そしてともに aysという指示調が後方

照応的に機能しているにもかかわらず、 Zlではなく et'eをあえて用いたのにはこの構

文に幾分か条件的な意味合いを付与する意図が翻訳者にまったくなかったとは言い切

れないのではないだろうか(さらに Mt5，29; 8，8; Jn 1，27も参照)。

3. 非明示的な条件

以上においては条件節に接続詞を用いる明示的な表現を扱ったが、条件的な解釈は

非明示的表現によるものにも可能であり、そのような表現として、状況を表す副詞的

な分詞、実詞的な分詞、関係節によるものが主に考えられる (13)。以下では、その例を

少し見てみよう。

a)状況を表す分詞

Lk 9，25 Tlγap的EAElTαlav8pωπ0S'医凶血盟TOνKOσμoν6入oν 臼 VTOνaEaTT且包旦

可白山必8ElS'; r全世界を儲けても、自分自身を滅ぼしたり、〔自分自身が〕害を蒙っ

たりしては、人はなんの益を受けるのかJ

Arm: zinc'? awgowt e mardoy旦主 z-a品xarh担h旦c'i，ew zanjn iwr korowsc'e kam 

担主主些ユ

アルメニア語は接続詞 et'e+接続法アオリストを用いて、条件の意味を明示してい

る。しかし、一般的には原文に倣って分詞をそのまま用いるのが通例である:

He 2，3 πφg内μEl吉正K<pEVCOμE8αTT)AlKαUTT)S'gUEATIσαVTEgσωTηplαS'; r私たちがこれ

ほどの大いなる救いをおろそかにするなら、どうして〔報いを〕逃れることができ

ょうカリ

Arm: mek' ziard? apresc'owk‘ hele:ac‘ ealk~ yaynpisi p'rkowt'ene 
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他方、アルメニア語では原文の分詞を関係節で訳すことも多く、その場合でも定形

動詞は接続法の形をとって条件的な意味を伝えている。条件の意味合いを表すのに接

続法を用いるのはアルメニア語ではごく普通の現象である。アルメニア語で接続法は

出来事の生起可能性を表現する常套手段だからである。

Lk 15，4 Tl') aν0ρωπ0') Ec u同vむ世kαTOν 叩却αTακαi色弘也監付 αdTφνEvod 

KαTα入ε{τElTa EνEV首KOVTα 長ννゼα三νTijEp司μりKαiπOpEUETαtdTTi TOd甘0入ω入O')Eωg 

EIiPTJ Q1JTO; rあなたたちのうちの誰かが 100匹の羊を持っていて、そのうちの l匹

を失ってしまったとしたら、 99匹を荒野に放っておいて、失われたその 1匹を見つ

けるまで、それを求めて歩かないだろうかJ(ゴート語はそれぞれに分詞 aigands，

fraliusands) 

Arm: o? ok‘ic'e i jenj mard但QY.._旦:亘 hariwroc‘xar ew korowsanic'e mi i noc'a， 

oc' t'olowc‘ow zinnsown ew zinn y-anapati ew ert'ayce zhet korowseloyn 

minC'ew gtanic'日 zna

1 Tm 4，4 ouoEv aπos入ηTOνμTaEUXαPLσTlα宮入q凶 αVOμ正νoν 「感謝をもって受け取る

ならば、捨て去るべきものは何一つない」

Arm:ぽik'inC' xotan， manawand or gohowt‘eamb ~ndownic'in 

新約ギリシア語においてこの用法は時に手段を表す分詞と重なることがあり、アル

メニア語訳では名調具格形 hawatovk‘がこれに応じている:

Mt 21，22 πaVTα6σα avαhriaη時五VT古πpOσEUX市mσTEUOVTR入山中正σ8Er祈りの

中で信じて求める一切のものを、あなたたちは受け取るであろう j

Arm: zamenayn inc' zor ew xndric'ek' yalawt's hawatovk~， arnowc'owk' 

b)実詞的分調

「条件を表す実調的分調j という独立した統辞法的範略奪は存在しないが、分詞を用

いて条件の概念を含意することはできる。これはしばしば定式ら+分調(+分詞)+直

説法未来に従う:

Mt 5，6 μαKαpLOL OL 廿正LVWVT正') Kαi. OL中φVTE') T~V OLKαLOσ6νηv， on αUTOL 

XOpTασ8riσOVTαL r幸いだ、義に飢え渇く者たち、その彼らこそ、満ち足りるように

されるであろう J

Arm: erani or k‘alc‘eal ew carawi ic'en ardarowt‘ean， zi nok‘a yagesc'in 
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これは明示的な条件として「あなたたちは、義に飢え渇くなら、幸いだ」と言い換え

ることができる。

Mk 16，16 O 'TTLσTEUσUS KUL sU1TTlσ9ELSσω何回Tαt，o BE a1TtUT司σαSKαTαKpt断σETαt

「信じて洗礼を受けるもの者は救われるであろう。信じない者は断罪されるであろ

フj

Arm: or hawatasc'eew思量旦旦ikec‘c'e，or oc'-n hawatasc'e datapartesc‘i 

これも同様に、「あなたは、信じて洗礼を受けるなら、救われるであろう Jと言い換え

ることができる。注意すべきことは、条件節の 2つの条件が帰結節と同ーの関係を必

ずしも担つてはいないということである。ここではその 2つの条件の一方が原因、他

方が根拠ないし証拠かもしれない。もしそうであるとすれば、「あなたが信じるならばJ

というのは原因であり、帰結節における「救われること」の実現は「信じることJに

依存しており、「そしてあなたが洗礼を受けるならばJは「信じることJの証拠であっ

て、帰結節の事態の実現はこれに依存しない。従って、後続する一文「信じない者は

断罪されるであろう J。アルメニア語は条件節におけるこの違いを、前者およびその帰

結節に対しては同じく接続法アオリストにより、後者に対しては接続法現在により差

異化していると考えられる。

d関係節

ギリシア語において条件的な関係文は通常は、具体的な現実について断言をするの

ではなく、むしろ一般的な確言あるいは仮定をするものであり、従って本来の条件節

の三avに対応して不定的な関係節OS(OσTlS)clVが原則として現れるとされる

(BlasslDebrunner/Rekopf 1990: 308f.)。次の例ではアルメニア語は接続法現在、ゴー

ト語は直説法現在を用いている(14): 

Lk 8，18 OS a.vγap EXlJ. Bo9巾ETαLαtm¥ir持っているであろう者には与えられるであ

ろう J

Arm: oyr gowc'e， tac'i nma 

Goth: saei habait， gibada imma 

以下の 2つの例では、アルメニア語は前者に et'e，ゴート語では両箇所で jabaiとい

う明示的な条件の接続詞を用いていることからも、ギリシア語の関係節構文が条件的

に捉えられていることが分かる:
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Mt 5，39 色立三σEpalTl(El ElS T~νδEÇlàlノ σLαyóvασOV ， σTP付OV αdT4Kαi 吋νclAAT]V

「あなたの右の頬に平手打ちを加える者には、もう一方の頬をも向けてやれ」

Arm:弘主ok'.!!旦正亘aptakyaj cnawt k‘0， darjo nma ew zmiwsn 

Goth:旦h型 hvastuk世主旦包ibi taihswon teina kinnu， wandei imma jah to 

antara 

Mt 5，41 fu立庄町 dγyαPEUσ引い{入lOVEv， ulTa甘いET'αUTOUOUO rあなたを徴用して

1ミリオン行かせようとする者とは、一緒に 2ミリオン行け」

Arm:金主taraparhak主主旦豆長 zk‘ezmhon mi， ert' :md nma erkows 

Goth:担h型 hvastuk.!!nanaubiai rasta aina， gaggais mit imma twos 

4. おわりに

新約ギリシア語の意味的範曝に従って分類された条件文のそれぞれに関して、特に

叙法の分布の観点から、アルメニア語とゴート語がどのような振舞いを示しているか

という問題を考察した。総体的にアノレメニア語はギリシア語の叙法の分布に準じてい

ること、そして第 2類条件ではアルメニア語がギリシア語と顕著な類似性を示してい

ることを明らかにした。しかし、過去の非現実的な仮定の場合、ギリシア語の直説法

アオリストに対して、アルメニア語では特に条件節でアオリスト分調+未完了過去繋

辞の迂言的形式を用いるという現象はアルメニア語に固有の特徴である。第 1類およ

び第 3類条件における叙法の用法に関しては、アルメニア語は概ね、希求法の衰退に

伴い接続法の適用範囲を大幅に拡大している新約ギリシア語と軌をーにするが、独立

した希求法が存在しないだけ、アルメニア語は接続法の適用範囲をギリシア語よりも

さらに拡張していることを示した。

アルメニア語のギリシア語的な振舞いに比して、ゴート語は固有の特徴を多く持っ

ていることが明らかになった。アルメニア語と同様に、ゴート語も希求法の適用範囲

の拡大という形で叙法の数を一つ減らしてはいるが、アルメニア語と決定的に異なる

点は、希求法過去が第 2類条件の条件節と帰結節に専用の叙法としてほぼ特化された

ことであろう。これにより第 2類条件で非明示的な条件文が可能になったこと、さら

に nibai/nibaによる除外的な条件節の提示、等位された条件文における叙法の交替な

どが、アルメニア語には見られないゴート語独自の統辞法的特徴であることを論じた。

注

(1) jabaiは通常、関係詞語幹 yo・と関連づけられるが、 Brugmann(1904:669)はこれを

疑問視して、小辞 Jaとの関係を示唆している。前侍辞的な -ba，-baiは確言の小辞
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であり (Av.ba， Lith. ba， Arm. ba(y) r本当にJ; -ba : -bai = ja : jai)、jabaiが本

来は強調された*baiに過ぎなかったとすれば、 Jn11，25における-baの用法はその

本来の機能を示す重要な証拠ということになり、彼の示唆は再考に値しよう。

(2)ゴート語が条件節を導く接続調として jabaiではなく、しばしばtandeを用いてい

るのはこの条件が理由を表す「…だからJと隣接していることを裏付けている。 Cf.

Mt 6，30 El TOV XOpTOV TOi) aypoi)… O 8EOS' OVTωs' a同 lEVVVσlV，oIJ TTO入入品同入入OV

古μas;r野の草を神はこのように装ってくださるのであれば、あなた方をなお一層

装ってくださらないはずがろうかJ=ban昼皇tatahawi haitjos…gut swa wasjit， 

hvaiwa mais izwis? また Jn13，17参照。

(3)未来は意味論的には直説法よりもむしろ接続法に近いという理由で、 Porter(1992: 

264・267)は El+宋来による条件節(futuremost vivid)を独立した範晴として扱っ

ている。しかしEI.+直説法未来と Eav+接続法現在が区別されるのは、前者が論理

的推論しか表さないのに対して、後者は実現可能であることを示唆する限りにおい

てのみである(BlasslDebrunner/Rehkopf1990: 303)。

(4)第 2類条件の条件節には過去完了が 5回現れる(Mt24，43; Lk 12，39; Jn 4，10; 8，19; 

Ac 26，32)。このうち 4回は oLoaの過去完了(静ElV)であり、単純な過去時制として

機能している。

(5)ギリシア語においては第 1類条件が第2類条件の領域に移行している例がわずかに

見られるが、アルメニア語では後者の解釈をして、 et‘e+未完了過去で訳している:

Lk 17，2 Au豆口主主主1α占T4iEI. At80SμUAlKOS TTEOtKElTa"-TTEpt TOνTpaXT]Aovα古TOi)Kαi 

白也立盟主EI.sT~V 8a入ασσαv…=語笠主nmaet'e vem erkanak'ar主箆註zparanoc'e

nora ew盆旦主盆旦註 icov…「彼にとっては、仮にその首に礎き臼の石をつけられて

海に放り込まれた方がましであったろう」。

(6)古典ラテン語では、現在の非現実性に対しては接続法現在が次第に接続法未完了過

去によって、過去の非現実性に対しては接続法未完了過去が次第に接続法過去完了

によって駆逐されたが、同様にゴート語でも現在の非現実性に対しては希求法過去

がもっぱら用いられることになった(WackernageI1926:255)。ラテン語とのほぼ完

全な一致については Hirt(1934:153f.)が対応するウルガタ訳を掲げて言及してい

る。例えば Jn8，42 si deus pater vester esset， diligeretis me; Jn 9，33 nisi esset 

hic a deo， non poterat facere quidquam; Jn 9，41 si caeci essetis， non haberetis 

peccatum. 

(7) Streitberg(1919: 66)はギリシア語原文を El EyvuI KEl TEμE， Kαt TOV 甘αTEpαμOU

三γ14KELTEdvと復元している。その動調形は未完了過去の意味での過去完了であ

る。 cf.Mt 11，21; Lk 10，13; 19，42; Jn 8，19，39; 9，41; 11，21，32; 14，7; 15，24; 18，36; 

1Cor 12，19. 
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(8) Streitberg(1981: 91)がjabai+直説法により標示される現実的な条件として挙げた

例はギリシア語原文ではほとんどが“vによる第 3類条件である(cf.Mt 5，46; 

6，14.15.22; Jn 14，15など)。

(9)これとは逆にアノレメニア語である種の差異化がはかられ、ゴート語では同一化が意

識されているような例も見られる:Mk 12，19 Mω伽恥 E-ypmtEv ~ll-lV OTl三av

TlVOS a8E坤OSarroe金1lKαi盟旦A(rrnyuναlKαKαi同位ST4klpov，flYGMh6 

a8E入cj>OSα古TOi)吋VγUVαlKaKaL aανασT首σnσ而 pμαT4ia缶入村 αVTOi) iモーセは

私たちに〔次のように〕書き残した、もしある人の兄が死に、妻を残したが子を残

さなかった場合、その弟がその妻を取り、自分の兄の子孫を残すように、とのこと

だJ= Arm: Movses greac' mez， et‘e owrowk' elbayr盟主主盆旦旦iew1‘olowc‘ow kin 
ew ordi OC' t'olowc'ow， zi ar豆亘elbayrnora zkinn nora ew y!!盟豆鑑三zawakelbayr 

iwrowm = Goth: Moses gamelida unsis tatei jabai hvis brotar gadaubnaijah 
足並出型 qenaijah barne ni民註地型， ei型車型 brotaris to qen is jah旦盤監理i

barna brotr seinamma.ギリシア語では付v条件節もかα節も動調形はすべて接

続法アオリストである。これに対しアルメニア語では et‘e節に接続法現在、 n節に

接続法アオリスト、ゴート語ではすべて希求法現在を示している。ゴート語では

jabai節の動詞は直説法も希求法も取り得るから、その希求法形を el節の希求法形

に合わせたという可能性は積極的に支持されないが、アルメニア語では et'e節の動

調は接続法アオリストが可能であるにもかかわらず、勧詩的な zi節に通常要求さ

れる接続法アオリストとは異なる動調形を採用した可能性が高い。

(10)例えばJn10，10 tiubs ni qimit，旦金型 eistilai jah ufsneitai jah fraqistjai = o 

K入ErrTTJSOVK EPXETαL EIι主lVαKAE判 καLeUU1J KaL arroAEση 「盗人が来るのは盗み、
屠り、滅ぼすためにほかならなし、」は『欽定英訳聖書~(King J ames Verson)で“The

thief cometh not， Q旦主主主to steal， and to kill， and to destroy"と訳されているこ

とからも明らかなように、 nibaiは除外節を形成する要素でもある。

(11)アルメニア語のみで動詞は接続法形 lCor14，5μはωv従 orrpo判TEUωv奇oAaAwν 

y入φσσαlSEkTOg Elμ合δlEpμηVEU1J， lVα 有益KK入ησ[αOlK08oμ内v入as1J= law e or 
margareanayn， k'an zayn or i lezowsn xosic'i， Qavc' et‘~ t'argmanesc'e， zi 

ekelec‘in品inowt‘iwnarnowc'ow i教会が建築を享受するためには、異言によって

語る者がそれを解釈しない限り、予言をする者の方が異言によって語る者よりも大

いなる者なのである」。また、動詞は欠けているが、 lTm5，19 KαTa廿PEσsUTEpOU

kαTηγop(avμ内παpαδEXOU，~KTOg E[μ合ErrL8uo角TplφvμαpTUPωV= zeric‘owe 
C'araxδsowt'iwn mi ~ndownic‘ is ， Qavc' et'e erkowk' ew eriwk‘vkayiwk‘= bi 

praibwtairein wroh ni andnimais，旦塩昼 inandwairtja twaddje aittau trije 

weitwode i長老に対する訴えは、 2人か 3人の証人によって〔立件されて〕いなけ

n
，u
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れば、あなたは受理してはならないJ。

(12)叙法の交替に関して Bernhardt(1875:2f.)は "derconjunctiv bezeichnet die 

entferntere， von der erfullung der ersten bedingung abhangige handlung"と述

べて、関係節(Mt10，38; Lk 14，27; 1Cor 11，27)、条件節(Jn6，53)、主節(Lk17，8) 

を参照している。

(13)稀に直接疑問文が条件的な意味で用いられることがある:Mt 26，15 Tl 8EAETE 

μOl 80vval， Kaγφ 占μlVταpαδφσωα占TOV;rあなたたちは私に何を与えてくれるか

(=あなたたちが私に何かを与えてくれるなら)。この私はあなたたちに彼を引き

渡そうと思うのだんまた命令法も:Jn 2，19 Av豆旦主主 TOVVα6νTOUTOV Kαib 
Tplσi.v ~μpalS E'yEPWαUTOV rこの神殿を壊してみろ。 3日のうちに起こしてみせ

ようん

(14)原文が定的な仮定あるいは先行する陳述から派生する事実を表現する直説法であ

っても、アルメニア語で接続法現在が用いられることがある:Mk 4，25 OSγap 

E XEl， 8081)σETαLα古TQr持っているであろう者には与えられるであろう J= Arm: or 
ok' ownic'i， tac'i nma = Goth: tishvammeh saei habait gibada imma. しかし、
等価的な条件で直説法現在が直訳されることもある:Lk 9，50 OSγap OUK EUTlV 

Kα8'占μφV，る甘さp合μφV6σTlVrあなたたちに逆らわない者はあなたたちに味方する

者だからJ= or oc'n e jer t‘品nami，i jer kolmn e = saei nist witra izwis， faur izwis 
ist. 
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